
香南市立赤岡中学校

達 成 状 況 評価 考　　　察 評価
学級活動や生徒会活動を通して、自己有用感の育成や人

間関係づくりを推進する。学級便りや学校便り、部活動・学

級会活動を通して、生徒に肯定的な評価をする。

昨年度から生徒会執行部は生徒総会を企画・運営しているが、

内容が十分ではない。また、「生徒会・委員会活動は活発に行わ

れている」の生徒評価が89％、「生徒会・委員会活動に積極的

に取り組んでいる」は91％となっているが、「生徒会活動や委員

会活動は充実しているか」の教員評価は67％であり、生徒が主

体となる活動ができていない。

C

「赤中が実施している生徒会活動の活性化・赤中タイム

の実施・保小中高の連携等は、評価できるものだ」の評価

は96％である。今年度は学校運営協議会の方々に生徒

総会を参観してもらい、生徒たちの様子を感じ取っていた

だいた。

B

教員主導ではなく、真に生徒が主体となる活動を生徒自ら企画・立案

したり、生徒一人一人に活動の場を与えることで、成功体験と達成感

を持たせるようにする。また、周り（地域・小学生）からの感謝や賞賛、

各便りを活用した「いいね写真」や肯定的な評価により自己肯定感・

自己有用感を継続して育んでいく。

人との関わりを豊かにするための体験的な学習(修学旅

行・職場体験学習）等やボランティア活動（校内清掃・海岸

清掃・古民家清掃）等、これまで以上の学校行事の充実を

推進する。

今年度はコロナが5類に移行したこともあり、5月当初に全校縦

割りによる海岸清掃や例年通り古民家清掃を行うなど、「ボラン

ティア活動に積極的に参加している」の生徒評価が93％である

などボランティア精神が育まれている。 B
今年度は、どろめ祭りの後の「赤岡海岸清掃」や、冬の夏

祭り前の「古民家清掃」など、地域の公立中学校として地

域に貢献できていることが評価されていると思われる。 B
ここ数年コロナ禍の影響もあり実施できていない城山高校生徒会との

連携による香宗川一斉清掃にも来年度以降取り組めたらと考えてい

る。

朝読書の更なる充実を図る。

図書資料を活用した授業実践を行う。

生徒が利用しやすい、図書館の環境整備を行う。

小学校への紙芝居の読み聞かせを実施する。

図書委員会は、集会でおすすめ図書の紹介や多読賞の表彰を

行うなど、読書活動の推進に意欲的に取り組めている。「学校図

書館を利用した授業や読書活動は楽しい」の生徒評価は８２％

である。一方、「学校図書館を利用した教育活動を進める」に対

する教員評価は50％である。

C

昨年度より、ＰＴＡから各学年に学級文庫を贈呈されるこ

ととなっている。今後も本に親しむ図書館運営の充実がよ

り期待されている。 B

図書館支援員による新刊図書の紹介や、PTA学級文庫の選書のおか

げで学校図書は充実し、また、多くの生徒が図書館を利用している。イ

ンフルエンザを懸念し後期の読み聞かせは中止したが、小学校への読

み聞かせは好評である。来年度も、図書委員会のさらなる活躍をはじ

めとし、読書活動をより推進していく。

道徳教育推進教師を中心にした「考え議論する道徳」を充

実させる。道徳の時間が好きな生徒・道徳の時間はために

なるという生徒を９０％以上にする。

「道徳の時間はためになる」の生徒評価が８４％、「道徳の時間

では他の意見を聞き自分のことを考えている」は８６％、「道徳の

時間が好き」は６６％となっており、昨年度よりどの項目も下降し

ている。「考え議論する道徳」を進めているが、行動変容を促す

道徳展開にとどまっていることが課題である。

C
学校に力を入れてほしいことに「社会のルールや決まり、

道徳教育・人権教育」が上位となっていることから、道徳

性や人権意識の高まりは地域の願いであると思われる。 B
3年生担任が香南市道徳教育推進協議会の公開授業を行い事後協

議を通して改善点を確認するなど「考え議論する道徳」への研究がで

きている。また、来年度は高知大学森有希先生との校内研修を年3回

設定しており、指導力の向上や内容の充実を図っていく。

わくわくするよりわかる授業を県のベイシックガイドブックに

即し実践を進め、基礎学力の向上と定着を図る。

「わかりやすい授業が多い」の生徒評価は６４％と昨年度よりも２

０ポイント下降している。また、「わかる楽しい授業を創造して基

礎学力の定着を図る」の教員評価も67％と低い。わくわくするよ

りわかる授業を県のベイシックガイドブックに即し実践を進め、基

礎学力の向上と定着を図る実践が、以前からの教科担当に浸透

していないため、より一層授業改善に向けた取り組みに努める必

要がある。

C

「学力定着と豊かな心の育成に努めている」が、R3は

78％、R4は８９％、R5も８９％と、学力向上への新たな取

組を理解し、教員の頑張りを評価している。　一方、学校に

力を入れてほしいことに「わかりやすい授業」が上位に

なっており、教員の資質・指導力の向上がより期待されて

いる。

B

各教科等における見方・考え方を働かせ「主体的・対話的で深い学

び」となるように「切り返し」や「問い返し」をうまく活用する。また、研究

主任を中心に授業スタンダード（先生に頼らず自分たちで学ぶ方法）

の実践を進めていく。

終学活時学習（小テスト）と家庭学習（宿題）のスパイラル

を継続し家庭学習の定着を図る。

「毎日家庭で勉強（宿題含む）している」の生徒評価が８０％と

昨年度より６ポイント下降するとともに、「毎日の家庭学習時間が

０分～３０分以内」が3６％と昨年度よりも６ポイント増加している

ことから、家庭学習においても学習に対して真摯に取り組む姿勢

を育てる必要がある。

D

「赤中が実施している生徒会活動の活性化・赤中タイム

の実施・保小中高の連携等は、評価できるものだ」は９

６％であり、本校が実施している赤中タイム（加力指導）へ

の評価も高いと思われる。 B

家庭学習の習慣化のため、何のために宿題や自主学習に取り組むの

か、それを通してどのような力が付くのか等、家庭学習の目的を明確に

して生徒に伝える必要がある。また、主体的な授業参加と家庭学習の

習慣化により、基礎学力が定着した生徒を育成する。

「聴くこと」「語ること」「思いを伝えあうこと」のスキルの向

上を目指した言語活動の実践を行う。

「授業は友だちの意見や考えを聞き合えるようになっている」の

生徒評価は１００％、「自分の意見を周りの人が聞いてくれてい

る」は８９％である。一方、「自分の考えや思いを発表できている」

は７５％と決して低くはないが、根拠を明確にして自らの考えを表

現できる力を育む必要がある。

B

「子どもたちは目的を持って充実した学校生活を送ってい

る」は９３％と過去最高の評価がついている。「みんなで

広げ、つながり、生かそう」とする考え方や取組が支持さ

れていると思われる。 A

自分の思いを伝えるためにも、聞くことが基本である。授業等で評価を

加えながら、聞くことから思いを伝え合うことへとつなげていく取り組み

をする。そのためには、各教科ともに「生徒指導の三機能」による授業

展開を通して学級づくりを進め、開かれた人間関係づくり、受け入れて

くれる関係をより構築していく。

学校便りや学級便り、生徒会便り、保健だより等を紙媒体や

すぐーるを活用し、保護者や地域に対して、積極的に情報

発信をする。

「学校からの情報発信に満足」は生徒評価86％、保護者75％と

昨年度よりも下降している。紙媒体およびすぐーるによる情報発

信は適宜行っているが、URLを活用した保護者向けのアンケート

の回収が２０家庭であることから、紙媒体以外の情報に一部苦

手な保護者がいるとも考えられる。

B

「学校便り等の通信による学校からの情報発信に満足」

は、R3が７８％、R4が８１％、R5は92％と毎年評価が上

昇している。 B

学校便りや学級便り、生徒会便り、保健だより等に生徒たちの活動写

真を掲載することで、学校の様子を保護者や地域に対して、積極的に

情報発信できている。学校便りにQRコードを貼り付け動画を発信して

いる学校も見られるが、いま現在の取り組みを継続するとともに、来年

度は、新たなHPを活用し、保護者・地域へも多くの情報を提供していき

たい。

昨年度以上の保護者･地域住民の参加を得られるような参

観日等の学校行事の工夫をする。

「学校行事は充実している」に対する保護者評価は８０％となっ

ている。生徒は3年間95%前後の肯定的評価を示している。今

年度はコロナ明けとなるが、保護者的には、学校行事に十分に

参加できていないとの数字であるとも思われる。 B
学校運営協議会委員の方には、生徒総会をはじめ3年生

の入試対策として面接練習、給食の試食にも参加もして

いただけた。一方、市議会議員の方から「コロナ禍以降、

あまり協力できず申し訳ございません。」との意見が見ら

れた。

B
今年度からコロナ以前の生活に近づけることができるようになった。そ

のため、学校は保護者・地域と協力して課題を解決できるよう、積極的

な情報発信とともに、保護者が参加しやすい参観日の設定等、学校行

事の工夫を進めていく。

定期的な「いじめ」アンケートの実施やi-checkの活用によ

り、生徒にとって安全・安心の学校づくりをする。

「学級が楽しい」の生徒評価が93％と高い。「いじめ」アンケート

やi-checkの活用だけではなく、普段から子どもたちの様子の変

化にアンテナを張り教員間で共有しているからこそであると思わ

れる。一方、2年生で不登校が新規発生したことから、学級経営

や学年の組織体制を見直す必要がある。
C

「先生方の手厚いご指導で、生徒さんが楽しそうです。た

だ、お忙しくもあると思いますので、人員の配置などご助

力いただけると良いと思います。」や「少子化と他校へ編

入学する子もあって、生徒数は少なくなっており、先生方の

ご苦労はいかばかりかとお察しいたします。素直な実直な

人間に育っていくよう今後も努力していただくことを切に

望みます。」とのエールが見られる。

B

学級生活においては、先生と生徒の良好な関係づくりをはじめ、何でも

相談できる存在となるために、生徒の目線に立ち寄り添った教育活動

の実践を大切にする。

「生徒指導の三機能」を生かした授業・学級づくりを目指

す。学級経営について教職員が統一した内容の取り組みを

実践する。

「気分屋の先生が３人いてとても気が悪いです。僕も悪い部分が

ありますけど、いろんな事情があるにも関わらず無駄口叩いてき

たり質問に答えてくれないときがあります。」との生徒の自由記述

が見られる。担任を中心とした学級活動をはじめ、全教科の授業

づくりにおける「生徒指導の三機能」をより意識した授業展開を

通して学級づくりを進める必要がある。

C

「子ども目線で今後も努力してください。」や「子どもの気

持ちや思いにも耳を傾けて聞いてもらえたらなあと思いま

す。子どもにも理由というものもあると思うので、時には話

を聞いてくれるそんな先生で、学校であってほしいです。」

との意見も見られる。
C

学校経営理念の「本校教職員は教職員間の人間関係を大切にしなが

ら価値観を共有し，組織を効果的に機能させることで生徒の学力を保

証する。」や「個人で考えること」「他者と学び合うこと」をもとに，わく

わくさせる授業づくりを追求するなかで，生徒に自覚と責任を持たせ，

他者との協働に価値を見出し，多種多様のこの時代の変化を乗り越

え，未来を創造する生徒の育成をめざす。」を再確認する。

令和5年度　香南市学校評価報告書

 経営理念

【学校経営理念】

香南市基本理念の下，本校教職員は教職員間の人間関係を大切にしながら価値観を共有し，組織を効果的に機能させることで生徒の学力を保証する。

「個人で考えること」「他者と学び合うこと」をもとに，わくわくさせる授業づくりを追求するなかで，生徒に自覚と責任を持たせ，他者との協働に価値を見出し，多種多様のこの時代の変化を乗り越え，未来を創造する生徒

の育成をめざす。

【 学校経営方針】

生徒に基礎学力を定着させ，学力の向上を図り，いじめや差別のない仲間づくりを実践する。また，授業や部活動を通して体力の向上を図る。

・教員の授業・学級経営力の向上を図るとともに生徒の学びのスタイルを確立する。・道徳教育の充実と自治活動の活性化を図り，人を思いやる心と主体的に課題解決しようとする力を育成する。

・生徒一人一人に自己の運動能力や健康管理に対する関心をもたせるとともに，日常的に運動に親しむ学習環境を整える。
中期経営目標 短期経営目標（評価項目）

自　己　評　価

信

頼

さ

れ

る

学

校

保護者や地域に開かれた

学校づくりに努め、信頼され

る学校を確立する。

学

力

の

定

着

と

向

上

国語、社会、数学、理科、英

語の基礎学力を伸ばし、生

徒の学ぶ力を高める。

家庭学習の習慣化に努め

る。

言語活動の充実を推進す

る。（コミュニケーション力の

育成・向上）

安心･安全な居心地の良い

学級づくりを推進する。

全校統一した授業規律の

確認と授業実践を行う。

学校関係者評価
改　善　策　等

【評価規準】　Ａ ： 十分満足　　Ｂ ： おおむね満足　　Ｃ ： もう少し努力すべき　　Ｄ ： 大いに努力が必要　

豊

か

な

心

の

育

成

多様な体験活動を通して、

人とのかかわりを深め、豊

かな人間性を育む。

生徒一人ひとりに出番を与

え、成功体験･満足感･認め

られ感を持たせ自己有用感

を育成する。

読書活動の推進（図書館教

育の推進を図り、言語環境

の整備を進める）

道徳教育を推進し、「聴く」

「語る」ことのできるコミュニ

ケーション力の育成を図る。



令和5年度　香南市学校評価報告書　　 香南市立香我美中学校

達 成 状 況 評価 考　　　察 評価
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 経営理念

<学校教育目標>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人間力の育成

<生徒像>　（１）自主的に学ぶ力の育成　　（２）豊かな感性と人間性を育てる心の教育　　（３）自己実現の育成　　（４）豊かな体の育成

<学校像>　　飛び立とう　香我美は夢への滑走路　～　かがやけ　がんばれ　みりょくあれ　～

中期経営目標  短  期  経  営  目  標（評価項目）
自　己　評　価 学校関係者評価

改　善　策　等

確
か
な
学
力
の
定
着

１　授業評価指標（ルーブリック）で、「考える
力」「聴く力・伝え合う力」の項目でステップ
３.70％以上。

２　各学力調査において、全教科全国平均を
越え、入学時より全国比を5ポイント以上。

３　定期テストで、思考力・判断力・表現力を
問う記述問題正答率60％以上。

４　学校評価アンケート、「分かりやすい授
業」「意欲的に取り組む」で強肯定60%以
上。

１　授業評価指標（ルーブリック）で、「考える力」
「聴く力」「伝え合う力」の項目でステップ３の割
合を全学年50％以上。
「考える力」
□物事を整理しながら順序立てて、考えることが
できる。
□今まで学習したことを活かしながら、いろんな
角度から考えることができる。
「聴く力」
口自分の考えと比べながら聴ける。
口自分の考えとの共通点や違いを意識して理解
しながら聴ける。
「伝え合う力」
口わからないことは納得いくまで進んで質問でき
る。
口積極的に自分の考えが言える。

２　各学力調査において、全教科全国平均達成。

３　定期テストで、思考力・判断力・表現力を問う
記述問題正答率45％以上。

４　学校評価アンケート、「分かりやすい授業」「意
欲的に授業に取り組む」で強肯定45%以上。

1　授業評価指標（ルーブリック）で、「考える力」「聴く力」「伝え合う力」でステップ３の割合
【考える力】ステップ３
○物事を整理しながら順序立てて、考える　60％　【＋10%目標値達成】
○今まで学習したことを活かし、いろんな角度から考える　53％　【＋3%目標値達成】
【聴く力】ステップ３
○自分の考えと比べながら　70％　【＋20%目標値達成】
○自分の考えとの共通点や違いを意識して理解しながら　48％　【目標値比　－2％】
【伝え合う力】ステップ３
○納得いくまで進んで質問　37％　【目標値比　－13％】
○積極的に自分の考えが言える　49％　【目標値比　－1％】

2　各学力状況調査　結果
○全国学力学習状況調査　結果（全国平均との差）
    国語　-7.8、数学　-12.0、英語　‐14.6
〇高知県学力定着状況調査(自校採点における目標値との差）
   1年 国 ＋5.4％　 ＋社 17.9％　 数 －３.0％　理 －6.0％　 英 －7.7％
   2年 国 －3.5％　 ＋社 5.8％　 数 －13.0％ 理 －5.6％　 英 －10.7％

3　定期テストで、思考力・判断力・表現力を問う記述問題正答率
　　1年　50.9％　【＋５．９%目標値達成】　　　2年　33.6％　【目標値比　－１１．４％】
　　3年　37.2％　【目標値比　－７．８％】

４　学校評価アンケート
○「分かりやすい授業」　強肯定
　生徒　48.6%　【＋3.6%目標値達成】、保護者　25.3%　【目標値比　－19.7％】、
　教員　20.0%　【目標値比　－25.0％】
　　(肯定的意見は　生徒　87.1%　　保護者　80.7%　　教員　100%)
○「意欲的に授業に取り組む」　強肯定
　生徒　52.4%　【＋7.4%目標値達成】、保護者　20.5%【目標値比　－24.5％】、
　教員　17.6%　【目標値比　－27.4％】
　　(肯定的意見は　生徒　83.8%　　保護者　81.9%　　教員　94.1%)
・両項目とも、生徒の強肯定の割合は目標値を達成しているが、保護者や教員は達成していな
い。

１．　いろんな角度から考えることについては達成する
方法を行っている。

３．　「思考力・判断力・表現力」、この３つは生きていく
うえで重要。今の世の中よく言われること。先生方が生
徒の様子を見てつけているのでこれでよい。

　学校教育目標の達成に向けて身に付けさせたい資質・能力について
全職員で確認し、そのための、重点目標の「学力」と「発信力」に対する
具体的な手立て、その検証方法、チェック機能を確立し、継続の判断、
改善策の提案ができる組織体制（チーム会）をさらに充実させていく。

　すべての教育活動が学校教育目標につながるように、目的意識の徹
底を図る。

　学力向上に向けての授業改善については、「教える」から「学ぶ」への
授業スタイルに改善、また、ICTのさらなる効果的な活用、授業での学
びを家に帰っても主体的に取組めるような家庭学習の見直しと実践。

　授業評価指標（ルーブリック）のステップを生徒が達成できるための授
業の改善を行うとともに、ルーブリックをノートに貼ったり教室に掲示す
るなどし、常に生徒が意識して授業に臨めるようにする。

　学校生活での土台となる、安心安全な学級経営をめざし、生徒指導の
三機能を生かした集団づくりに努める。
　生徒と保護者、教員の間に意識の隔たりがある項目に関しては、教員
間でデータを共有分析したことを基に具体的な取り組みにつなげてい
く。
　

　次年度も引き続き関係機関との連携及び委員会活動による啓発、部
活動、教育活動全般の取組みによる基本的な生活習慣の確立に努め
る。

校内での休み時間のタブレット利用の開放や、タブレットの持ち帰り学
習に対する生徒のＩＣＴとの付き合い方については、委員会等を通じて
啓発するとともに、利用規定についての再確認をする。

　全国体力・運動能力調査結果から、さらに体力の向上が他
教科にも関連していく新たな仕掛けを考え実践していく。

１ 総合的な学習の時間アンケート
○「人の役に立ちたい」肯定群
　１００％　【+１０％目標値達成】
○「社会や地域の課題を解決したい」肯定群１００％　【+１０％目標値達成】

２ 地域の方との協働的な学びを実感する生徒（強肯定）
　９４．９％　【+４４．９％目標値達成】

３ 地域への防災等における貢献を通して道徳意識調査における「自分にはよいところ
がある」強肯定　　48.6％　【目標値比　－1.4％】
・肯定的意見は全体の84.8%であるが、強肯定は目標に若干達していない。

１．　心に秘めて中間点。まだまだこれから。

２．　以前は子どもが夏祭りに来て手伝ってくれた。昨
年夏祭りを久しぶりに行ったが、子どもたちに手伝いを
させるまではできなかった。地域で子どもの声がないと
寂しい。交通安全で立っていても、子どもはほとんど親
の車で学校へ行くから、道を通らない。
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１ 30日以上欠席数0人、不登校欠席数2％
以下。

２ 道徳調査。「道徳の授業では、自分の考え
を伝えたり、ほかの人の考えを聞きながら、
自分のことを考える」強肯定70％以上「自分
にはよいところがある」強肯定60％以上

３ 教科の図書館活用、貸出数年2800冊以
上。

４ i-check「自己認識・学級環境」 肯定群
90％以上　i-スコア学級の絆3.2以上　要
支援群（散布図Ⅰ　Eグループ）　０％。

１ 30日以上欠席数0人、不登校欠席数2％以
下。

２ 道徳調査
□「道徳の授業では、自分の考えを伝えたり、ほ
かの人の考えを聞きながら、自分のことを考え
る」強肯定60％以上。
□「自分にはよいところがある」強肯定45％以
上。

３ 教科の図書館活用、貸出数年2800冊以上。

　
４ i-check
□「自己認識・学級環境」 肯定群90％以上。
□i-スコア学級の絆3.2以上。
□要支援群（散布図Ⅰ　Eグループ）　０％。

１　2学期終了時点で30日以上の欠席生徒数は９名　７．６％。
・一学期に比べ1名減となったが、目標の0名にはほど遠い人数である。
　　不登校欠席者数３名　２．５％　【目標値比－0.５】

２ 道徳調査
○「道徳の授業では、自分の考えを伝えたり、ほかの人の考えを聞きながら、自分のこ
とを考える」　強肯定　47.6％　【目標値比　－12.4％】
○「自分にはよいところがある」強肯定　48.6％　【＋3.1%目標値達成】

３ 教科の図書館活用、貸出数(2/2現在)年間　1,021冊　【目標値比　－1,779冊】
　教科の図書館利用に関しては、国語のオリエンテーションや総合的な学習での調べ
学習、大空学級の授業を中心に数回活用がみられたが活用回数は伸びなかった。本
年度から授業での調べ学習ではタブレット使用の場面が多く、また、休み時間もタブ
レット使用を解禁したことも、図書館利用の回数減少につながったと考えられる。

４ i-check
○「自己認識・学級環境」 肯定群
　1年　82.9％　【目標値比　－7.1％】　2年　78.7％　【目標値比　－11.3％】
　3年　79.4％　【目標値比　－10.6％】

○i-スコア学級の絆　3.4　【目標値達成】
○要支援群（散布図Ⅰ　Eグループ）　０％　【目標値達成】

１．　不登校については全国の小中学校で３０万人。学
校に来ることが絶対の選択ではなくて、自分の得意な
ところを伸ばしていく場所があるかどうかということを
考えていくことも必要かもしれない。自分の得意なこと
を伸ばしていくことは仕事にもつながっていく。
今の時代、いろいろな思いを抱えている子がいる。
「不登校」というとらえは古い評価かもしれない。

３．　今は本当に本から離れていくのでしょうね。携帯で
読んでいるので、本を買わなくなった。

４．　分かりにくい。先生がこのような評価をしているな
らこれでよい。

　生徒が安心して登校できるために、安心安全な学級づくり、集団づくり
のために、特別活動の時間での話し合いの取組みを中心に、各教科で
の効果的なペア、グループ学習の取組みを行っていく。

　人権、道徳において、子どもに課題意識を持たせる授業展開により、
本当の思いやりとなる「さりげなさ」に気づかせ実践させる。

　全教科による図書館活用については、年度当初の目的確認が不十分
であり、冊数が目的にならないよう、「読み取る力」「書く力」をつける手
立てにつながるための実践とする。また、ICT活用時間との兼ね合い
や、生徒数の減少により年間貸出冊数についても再検討が必要。

【評価基準】Ａ：十分満足　 Ｂ：おおむね満足   Ｃ：もう少し努力すべき　 Ｄ：大いに努力が必要
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１ 総合的な学習の時間アンケート「人の役に
立ちたい」「社会や地域の課題を解決した
い」肯定群90％以上。

２ 地域の方との協働的な学びを実感する生
徒の割合（強肯定）を60％以上。

３ 地域への防災等における貢献を通して道
徳意識調査における「自分にはよいところが
ある」の強肯定を60％以上。

１ 総合的な学習の時間アンケート「人の役に立ち
たい」「社会や地域の課題を解決したい」肯定群
90％以上。

２ 地域の方との協働的な学びを実感する生徒の
割合（強肯定）を50％以上。

３ 地域への防災等における貢献を通して道徳意
識調査における「自分にはよいところがある」の
強肯定を50％以上。

　本年度は、地域の方を招へいした学習が徐々に増えてきている。昨年
度から地域コーディネーターの方に協力いただき人材バンク名簿「ひ
と・もの・こと」を作成。本年度新たに加わった「ひと」もおり、さらに次年
度のキャリア教育の計画に活かしていく。

　防災対策課と連携を取り、各学年ごとに計画した、生徒主体による避
難所運営のシミュレーションや、地域貢献のための取組みに、地域の方
との交流を取り入れることで、地域のことを考え、人や地域の役に立ち
たい、自分にも人の役に立つ活動ができると思える体験的な取組み等
も引き続き実践する。

　学校からの発信については、学校だより等のお便り及び、「すぐーる」
による配信、ホームページによる配信等により定期的に発信していく。
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1 新体力テスト全国平均以上

2 朝食摂取率  100%

3 運動が好きと答える強肯定、男子70％以
上、女子60％以上。

4 メディア使用時間（2時間以上）　25％未
満

1 新体力テスト全国平均以上

2 朝食摂取率  100%

3 運動が好きと答える強肯定、男子70％以上、
女子60％以上。

4 メディア使用時間（2時間以上）　25％未満

1 新体力テスト
　８種目中　男子７種目、女子２種目、全国比の値を超えている
　総合値は男女ともに全国を超えている

2 朝食摂取率  80%　【目標値比　－20.0％】

3 運動が好きと答える強肯定
　男子　68.0％　【目標値比　－2.0％】、女子　42.0％　【目標値比　－18.0％】

4 メディア使用時間（2時間以上）　51.5％　【目標値比　－26.5％】

２．　啓発活動が必要。調理実習はしているのか。→今
年からできるようになった。今年はお弁当作りでした。

３．　女子が低い。マラソンでよい成績を出していたが、
今後も期待している。
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生徒理解に努めるため、校内支援会を年間6回、個別の支援会
延べ50回（2学期末現在）行った。質問項目「学校は、子ども達、
保護者、地域の意見を聞いてその声を活かしている」の肯定群
は、保護者83.5％【73.0】、教員97.9％【83.3】と昨年度に比べ保
護者と教員との間差が広がった。質問項目「学校は、家庭への
連絡・情報提供を積極的にしている」の肯定群は、保護者
83.5％【84.5】、教員97.9％【90.0】となった。「すぐーる」を活用し
て学校通信を配付したり、学級担任が積極的に学級通信を発行
したりするなど、生徒の様子を伝えようと努力している。

生徒や保護者に寄り添った指導や、保護者との
関係づくりについてもしっかりと取り組むことがで
きていると感じる。今後も継続していじめの早期
発見や生徒理解に努めるとともに、保護者への
情報発信を続けて欲しい。

校内支援会や個別の支援会を通じて、生徒理解を深め
たり保護者の不安を取り除いたりする取組を継続する。
授業中や休み時間にも可能な限り生徒のそばで見守
り、いじめにつながるような小さな芽を見逃さないように
するとともに、発生した際には組織的な対応で解決を
測っていくようにする。

道徳科の学習を中心に、人権学習についても継続して
取り組むことが大切である。ジェンダーの学習も継続し
て行い、生徒主体で制服の見直し等の議論も行ってい
く。

養護教諭を中心とした生徒や保護者に対しての啓発の
取組は今後も継続していく必要がある。それととともに、
保健委員会の生徒から全体に早寝、早起き、朝ごはん
の重要性について呼びかけるなどの、生徒を中心とした
取組を充実させていくことが求められる。

②不登校生徒や教室に入れないなどの課題のあ
る生徒への支援を行い、その減少に努める。
【不登校生徒15人以下(全校生徒の３％以下）に
減少】

2学期末不登校生徒（20日以上の欠席）は、29人【28人】、千人
当たりの不登校数は、56.2人【57.5人】であった。本年度もSC、
SSWにつないだり、個別の支援会を行い、医療機関や森田村
塾、保護者と連携しながら対応してきた。また、不登校担当教員
や校内適応指導教室担当教員等の取組により、未然防止、初
期対応、自立支援の手立てを行った。今後は生徒主体の授業
づくりを推進するとともに、授業の中での適切な個別支援を充実
させる必要がある。

不登校生徒数は増加しているが、千人当た
りの不登校生徒数に着目すると、その数が
減少している。森田村塾に、多くの先生方が
生徒の様子を見に行っていることなど、支援
が必要な生徒に対して先生方が非常にこま
めに対応していることは大いに評価できる。

現在の不登校に対する考え方が、学校に登校するとい
う結果を目標にするのではなく、生徒が自らの進路を主
体的に捉え、社会的に自立することを目標にすることに
変化している。そこで不登校の人数を達成目標にするの
ではなく、不登校生徒への自立支援の手立て、新規不
登校を生まない未然防止や初期対応の取組についての
達成目標に改善していく必要がある。

③自己肯定感を育む勇気づけや場の設定を積極
的に行い、自尊感情を高める。(継続調査 昨年度
以上）昨年度【　　】

道徳意識調査の自尊感情の質問項目「自分には良いところが
ある」の肯定群は、83.0％【84.0％】と昨年度並みの値である。自
己決定の場を与える、自己存在感を与える、共感的な人間関係
を育む取組を継続していく必要があると考えている。

道徳の時間だけでなく、学校行事や学校生
活を通じて生徒の自尊感情を高める手立て
ができている。今後も継続していく必要があ
る。

二者面談や合唱コンクールや体育祭などの生徒主体の
行事運営など、今までの取組を継続、発展させて生徒の
自己肯定感や自尊感情を高めていくことが大切である。

保健委員会や美化委員会などの専門委員会も積極的
に活動している。学校行事等での生徒会の活動だけで
なく、専門委員会での活動も評価項目に入れていく必要
がある。

⑤キャリア教育（進路指導の充実）を推進し、将来
の夢や希望をもった生徒を育成する。
(学校評価アンケート80％以上）　昨年度【　　】

「目標や夢をもって学校生活を送っている」の質問項目の肯定群は
80.4％【84.7】で、若干下がった。本年度より再開した職場体験学習や
保育実習等の活動を実施することで、将来に対する見通しや希望を持
たせることにつながるように指導した。今後はキャリアパスポートを効
果的に活用することで、夢や希望を持った生徒の育成につなげていき
たい。

評価項目の割合については昨年度より減少して
いるが、コロナ禍ではできなかった職場体験や保
育実習等の取り組みを再開したことについては
一定の評価をすることができる。

職場体験や保育実習等の取り組みを継続していくことが
大切である。また、キャリアパスポートについてはデータ
化していつでも使えるようにするなど、効果的な活用方
法を考えていく必要がある。
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 命の尊さを重んじ、
自他を大切にする豊
かな人間性の育成に
努める。

①基本的生活習慣の定着。
(学校評価アンケート肯定群85％以上）
　　　　昨年度【　　】

質問項目「早寝、早起き、朝ごはん等の基本的な生活習慣が身
に付いている」の肯定群は、生徒82.0％【86.4】、保護者69.3％
【75.4】で昨年度よりも下がっている。保健通信や掲示物を通し
てより良い生活リズムの確立に向けて発信を行ってきた。今後
は再度、保健委員会を通して生徒が主体となる取組を行ってい
く必要がある。

昨年度より肯定的評価の割合が減少してい
るが、養護教諭を中心とした取組は評価で
きる。朝練で早朝に登校するため、朝食を
食べない生徒がいるかもしれない。生徒の
肯定群と保護者の肯定群の割合にずれが
あるので、そこを埋めていくような手立てが
必要である。

④学級活動や生徒会活動を通して、コミュニケー
ション力や連帯感とともに、生徒の自治力を育成
する。
(学校評価アンケート80％以上　）昨年度【　　】

質問項目「問題が起こった時に、みんなで話し合って解決することがで
きる」の肯定群は84.7％【89.6】、「お互い良い所を認め合うことができ
る」の肯定群は、87.7％【93.3】という結果で、ともに昨年度より減少して
いる。学級活動の中で、学級の課題解決に向けての話し合い活動を行
い、自分たちの学級を自分たちで改善していく活動を充実させるととも
に、生徒会活動を通じて生徒の自治力を育成する必要がある。

評価項目の割合については昨年度より減少はし
ているが、合唱コンクールや体育祭などの学校
行事では、生徒が主体的に取り組んでいるところ
が素晴らしい。今後も継続していく取り組むこと
で、生徒の自治力が向上すると考えられる。

⑦学校いじめ防止基本方針に乗っ取っていじめ
の早期発見や日常の生徒理解に努め、適切な情
報共有や対応に努めている。
（学校評価アンケート肯定群85％以上）
昨年度【　　】

⑥人権教育、道徳教育を充実、推進。(道徳意識
調査の肯定的評価昨年以上）

道徳意識調査の「道徳の勉強は好きだ」の項目において肯定群は、
91.4％【93.1】で高い数値となっている。全校での弁論大会とともに、学
級・学年で人権発表を行ったほか、いじめに対する学習や情報モラル
に関する学習など複数回実施できた。また、親子講演会（講師：宮田真
先生）や生徒会活動でジェンダーについて考える場を設定するなど、生
徒がジェンダー等の身近な人権問題を「自分事」として捉えられるよう
工夫した。

道徳の授業改善や弁論大会、ジェンダーに対す
る取り組みなど、しっかりと道徳・人権について学
習する機会を取ることができている。道徳意識調
査の肯定群の割合は高いので、道徳の授業改
善についても継続して取り組んで欲しい。

令和5年度　香南市学校評価　　　　　　　　　　　 香南市立野市中学校　　2-1　

　　　　　　　誇れる野市中を、みんなの力で！　　　　～「『分かった！』と言える授業を！『ほっ！』とできる学校を！」めざして～　Level Up More
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　「困難があっても希望を持ち、常に前向きで、明るく取り組む」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～すべての価値判断は「子どものために」を合言葉に！～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　「子どもたちに学びを！　保護者に安心を！　教職員にやりがいを！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～公教育としての責任と地域からの信頼～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　「東部地区」の拠点校としての自覚と牽引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～『力のある学校』をめざして～

経営理念

中期経営目標 短期経営目標（評価項目）
自己評価 学校関係者評価

改善策等
達成状況 考察



評価 評価

B B

B B

A A

C C

A A

A A

B B

A A

B A

B B

Ａ：十分満足 Ｂ：おおむね満足

Ｃ：もう少し努力すべき Ｄ：大いに努力が必要

評価基準　 （　８０％以上　　　） （　８０％～６０％）

（　６０％～４０％　） （　４０％以下 　 ）

④学校評価を実施し、学校運営の改善に努める。
（学校評価アンケート「意見を聞いてその声を生か
している」７０％以上）
昨年度【　　】

１月に学校評価を実施する。評議委員の評価とご意見を次年度
にいかしていく。「保護者や地域の声を活かしている」の質問項
目について保護者83.5％【73.0】、教員96.6％【83.3】と、昨年度
に比べそれぞれ評価が上がっている。

アンケートの肯定的な回答の割合が増加し
ている。学校運営の改善に努めていると評
価することができる。

生徒や保護者、地域の声を学校運営に反映できるよう、
学校評価アンケートの項目を見直したり、回答内容から
取組を見直したりしていく。

⑤安心・安全な学校づくりを進める。

学校安全計画を踏まえ、教職員と共有を図りながら、危機管理
に努めてきた。自転車の乗り方については、地域の方から注意
を受けるなど課題となっている。避難訓練や救急救命講習つい
ては予定通り行い、教科の学習を通じて、防災についても学習
している。

避難訓練や防災学習など、学校安全計画を
踏まえ、危機管理に努めいていることは評
価できる。自転車でスピードを出しすぎてい
たり、ヘルメットをかぶってなかったりする場
面が見られるのが心配である。

自転車の乗り方については、交通安全教室を実施した
り、地域や保護者と連携したりして、継続的に指導を
行っていく。総合的な学習の時間に地域の人と防災学
習に取り組むなど、さらに安全教育の充実を図っていく。

②地域学校協働本部を立ち上げ、具体的な活動
に取り組む。

放課後学習支援は、1月末現在13名（1年4名、2年5名、3年4名）
の参加者で計画通り実施している。支援員の先生方が丁寧に
指導してくれている。12月学校周辺環境整備を人権擁護委員と
連携して実施することができた。また、卒業式前に花壇整備等
計画している。

放課後学習支援や環境整備など、取組が定
着してきている。今後も地域と学校が互いに
メリットが有るような活動に発展させてほし
い。

地域人材を掘り起こしたり、地域の活動に参加する場年
を作ったりして、地域学校協働本部の活動を充実させて
いく。防災学習を地域人材とともに行うことができると良
い。

③保護者や地域へ学校の情報を積極的に発信す
る。(学校評価アンケート８０％以上）
昨年度【　　】

「学校が保護者や地域へ情報提供をしている」についての質問
項目の肯定群は保護者81.1％【83.5】、教員97.9％【97.9】とな
り、目標値は達成した。「すぐーる」を活用して学校通信を周知し
たり、学級担任が積極的に学級通信を発行するなど、生徒の様
子を伝えようと努力している。

学級通信や学校通信をこまめに発行してい
る。学校の取組を保護者、地域に伝えていく
ことが信頼関係を構築することにつながる。

「すぐーる」を利用して、保護者に向けて学校からの情報
発信をさらに進めていくとともに、学校ホームページ等を
活用して地域に対しても情報発信を行っていく。

⑤複数教員による教科指導や少人数学習の効果
的な活用や、個に応じた支援を行う。(学校評価ア
ンケート80％以上）
昨年度【　　】

授業理解に関わる質問項目の肯定群は、生徒85.1％【90.1】　保
護者45.7％【66.0】　教員65.5％【70.2】であった。生徒、保護者、
教員で、ばらつきがある。加配教員や学習支援員による個に応
じた支援を充実させる必要がある。

加配教員や学習支援員が配慮が必要な生
徒に個別に声をかけたり、デジタルドリルを
活用するなど、個に応じた支援は充実して
いると考える。

TTや少人数学習を継続するとともに、授業の中で個別
最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させること
によって、個々の興味関心に則した学びを提供する必
要がある。

信
頼
さ
れ
る
学
校

 保護者や地域に開
かれた学校づくりに
努め、信頼される学
校を確立する。

①予防的な視点での生徒指導に努め、落ち着い
た学校を維持する。
(暴力行為の発生件数10件以下）昨年度【　　】

2学期末の生徒間暴力の発生件数は0件【0件】である。落ち着
いた学校を維持することができている。

生徒間暴力は０を継続している。これまでの
取組の成果と考えられる。

発達支持的生徒指導を基盤とし、課題の未然防止教育
を充実させるとともに、生徒の自己指導能力を育成して
いく。

確
か
な
学
力

 主体的・協働的な学
びの育成～生徒一人
一人が「分かる・でき
る」が実感できる学習
活動をめざす～

①校内研修や教科会を活性化し、授業改善に組
織的に取り組む。(教員アンケート肯定群90％以
上）

授業スタンダードアンケートの質問項目「教科会での取組が授
業改善につながっている」の肯定群93.3％、　「課題解決に向け
て、教科会として対応できている」の肯定群が83.4%である。教科
会は週に1回、教科主任会は月1回実施している。授業力向上
に向けて講師を招聘した校内研修も行われ、全教員で同じ方向
を向いて、授業改善に取り組むことができつつある。今後は教
科共通の取組を焦点化することで、教科会をさらに充実させて
いきたい。

教科会や校内研での学びにより、少しずつ
授業改善が進んでいると感じている。また、
一人一台端末を活用した授業が多くなり、新
しい時代に対応した授業づくりができはじめ
ていると感じている。

学力向上PDCAサイクルを計画的に回していくことが大
切である。年度当初にいつ、何を検証するのかしっかり
と年間計画を立てて授業改善に取り組んでいく必要が
ある。また、主幹教諭と研究主任が連携して具体的な取
組を提示し、教科横断的に授業改善してくことが求めら
れる。

③組織的に授業規律の定着を図る。特にきく態度
や規範意識を育成する。

「聴くコンテスト」を年間２回実施している。学習委員会でなぜ話を聞くこ
とが大切かを話し合い発信できた。チャイム着席についても、教員だけ
でなく教科リーダーが呼びかけることでチャイム１分前着席が定着して
きており、落ち着いて授業をスタートできるようになっている。年度途中
に授業規律について教員間で意思統一を図り、生徒と教員が協力して
授業規律の定着を図っている。

教科リーダーが中心となり、1分前着席が良
くできている。1分前着席や聞くことに力を入
れているので、生徒が落ち着いて授業に向
かうことができている。生徒と教員が協力し
て授業規律徹底することができている。

小中連携の取り組みをさらに充実させ、チャイム着席や
聞くことの充実に引き続き取り組むとともに、生徒と教員
が協力していくことを継続していくと良い。

④家庭学習の習慣化に努め、予習・復習の質と
量を高める。(家庭学習1時間以上70％以上）

○平日の家庭学習の時間１時間以上(2学期調査65.0％）
○休日の家庭学習の時間１時間以上(2学期調査66.3％)
家庭学習の質と量の充実については、学力向上に向けた課題
でとなっている。プロジェクトチームをつくり、家庭学習の新たな
仕組みづくりや学習委員会の活動の充実を図ることで、家庭学
習の質と量を充実させていきたい。

塾の時間は含まれていないので、塾の時間
を入れるともう少し長くなると思うが、家庭学
習の時間の少なさは大きな課題であると考
える。学力定着に向けて、工夫した取組が
求められる。

家庭学習の新たな仕組みづくりや生徒主体の活動の充
実を図る必要がある。アンケート調査は、塾で勉強する
時間も含めて聞くようにすると、学校以外での勉強時間
が分かると考える。

②授業に主体的に取り組むことで「分かった・できた」
と達成感をもつ生徒が増えるであろう（研究仮説）
<教師の手だての重点>
○自分の考えを説明したり、再構築したりする活動の
充実
○クロームブックの効果的な活用

重点取組に対する教員アンケートの質問項目「ペア・グループ等の学
びの時間の後、再び個人で思考する時間が取れている」の肯定群は
86.2％、「クロームブックを活用した効果的な学習ができている」の肯定
群は69.0%である。教科会、教科主任会を通じて重点取組について定期
的に検証を行うシステムを作り、取組の改善を行っている。クローム
ブックの効果的な活用については、徐々にではあるが、充実しはじめて
いる。

アンケート結果を見ると、ペア・グループ後
の個人志向をする時間の設定はよくできて
いるが、クロームブックの活用はまだまだ充
実させていく必要がある。

学力課題改善や新しい時代に必要な力の育成に向け
て、研究主題や具体的な取組をしっかりと設定する必要
がある。クロームブックの活用とともに、個別最適な学び
と協働的な学びの一体的な充実を実現することが求め
られる。
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中期経営目標 短期経営目標（評価項目）
学校関係者評価 改善策等

達成状況 考察



令和5年度　香南市学校評価書　　　　　　　　　　　

評価 評価

B B

B B

B B

A A

B B

B B

C C

学年差はあるが一定達成
されている。

学習時間に学年差があ
る。しかし、生徒会活動を
軸に主体的に取り組むた
めの手立てが出来てい
る。

・来年度は生徒会を中心にした生徒主
体の取り組みを行い、地域に出ていく
活動を通して、外部や地域の方からも
評価していただく機会をつくっていく。

・授業の中で理由や根拠を明確にした
言語活動を行う。
・文法や公式（解き方）など基礎的な力
が定着していない生徒がいるため、授
業の中で、生活に関わるような問いか
けや必然性、目的を持たせるような働
きかけを授業の中でしていく必要があ
る。

・研究授業の協議の中で、生徒指導の
三機能を活かした授業についての視点
を入れ日々の授業につなげていく。

・家庭学習の習慣化と内容を充実
させ、各学年の昨年度の数値を上
回る

・「家庭学習の手引き」を生徒、保護者にお
知らせし意識付けをした。
・良い自主ノートを紹介し校内に掲示した。
・自主ノートコンテストを実施した。
　　　　　　　　　　　　　　〈昨年度の比較〉
2学期平日学習時間　全校55分　　-5分
2学期テスト期間中　　全校113分   +4分

・話し合い活動「日々の家庭学習時間を増
やす方法を考えよう。」を各学年で実施し、
自分事として考えることができた。

・家庭学習の習慣化を図る手立てを仕
組んでいく必要がある。
・今後も話し合い活動を通して、家庭学
習にどう取り組んでいくのかについて自
分
たちで考える機会を持つ。
・委員会活動を通して自主学習コンテ
ストをさらに充実したものにしていく。
・家庭学習時間の目標設定の見直しを
していく。

・友達との関わりの機会を大切にしなが
ら登校を促し、また誰もが安心して過ご
せる学級づくりを継続して行う。また関
係諸機関や家庭との連携ができている
ので、継続して行っていく。

・各学力調査におい
て県平均以上

・研究授業や公開授
業において生徒指導
の三機能を活かした
授業の視点で評価し
あえる

・単元ごとの観点別
評価規準について生
徒が納得できるよう
に示せている

知

定着は出来ていないが、
研究の重要性は共有でき
ている。

不登校０にはなっていな
いが、連携や手立ては出
来ている。

・各教科で単元ごとのめあてを設定し生徒
と共有しながら、ゴールに向かって毎時間の
授業を組み立てていくことができた。
・単元ごとの評価規準を設定しながら、少し
ずつ研究を始めている。

・不登校０

不登校３
・昨年度からの継続生徒２，新規１である。
友達関係や進路などに不安を感じる生徒も
いるので誰もが安心できる学級づくりを行う
必要がある。
・関係諸機関や家庭との連携ができており、
生徒同士での関わりの機会をつくることはで
きた。

・各学力調査において県平均－３
ポイント以内

・学力向上実感の否定群を20%以
下にする

・研究授業や公開授業において生
徒指導の三機能を活かした授業の
視点を協議に入れる

・３年全国学力調査(４月)
  全国平均 -１ポイント
・１，２年県学力調査(１２月)
　県平均1年 -1.4ポイント ２年  -3.5ポイント

・学力向上実感　否定群　18.5％

・研究授業において、生徒指導の三機能を
視野にいれて授業を行い、参観シートに特
に力をいれている視点について参加者にみ
てもらうようにした。

・単元ごとの観点別の評価規準に
ついて生徒が納得できる内容の研
究を習慣化する

学校関係者評価(R５)
改善策等

達成状況　　 考察

香南市立夜須中学校   2-1　　

経営理念

中期経営目標 短期経営目標（評価項目）

【教育目標】　人権を尊重し、郷土を愛し、自主的で社会性豊かな生徒を育成する      ～ やり抜く力の育成 ～

【経営目標】  全ての生徒が他者との良好な関係性と貢献できる自分の姿を明確にし、進路実現の学力を身につけ、将来における自己実現の基礎的能力を養う。
<めざす生徒像>　・自分の存在を大切にする生徒　　・支え合い認め合う生徒　　・気力に満ちた生徒
<めざす学校>　・生徒がいきいきと活動している学校　　・生きる力を育成する学校　　・地域に貢献できる学校
<めざす教職員像>　・教育に対する熱意と使命感を持つ教職員　　・子どもを信頼し、可能性を伸ばすことができる教職員　　・責任感や協調性を持ち、互いに高め合う教職員

否定的評価は減少傾向
にあるので一定評価でき
る。

・「自分には良いところがある」否定
的意見０%

否定的評価１３．７％

・１学期よりも２学期になり、否定的評価の割
合が減少傾向である。生徒同士の認め合
いや教師からの肯定的評価の取り組みを意
識して行ってきた成果が表れてきている。

・今年行った指導を振り返り、効果が
あった内容や改善点などを見直し、来
年度へつなげていく。

・暴力行為０

暴力行為０

・学校全体が穏やかで、学年関係なく生徒
同士も仲がよい。支え合い認め合える雰囲
気がある。

良好な状態であると判断
できる。

・来年度も生徒同士が支え合い認め合
えるように人権教育や道徳教育、学級
づくりに力を入れていく。

・「道徳の勉強は好き」否定的意見
０%

・「道徳の時間・・良く考えている」
否定的意見０%

自己評価

・「道徳の勉強は好き」否定的意見３１．３%
・「道徳の時間・・良く考えている」
　　　　　　　　　　　　　　　否定的意見２１．６%

・今年度、道徳の指導案づくりや公開授業
を行い、生徒指導の視点を取り入れた授業
について研修したり、指導の工夫も各学年
で行ってきた。しかし、発言する生徒が決
まっていたり、取り上げる教材の内容が生活
の課題と合っておらず興味を持たせた授業
づくりができていないことが考えられる。ま
た、発問がわかりきったことを聞くようなもの
になっており、生徒にとっては面白さを感じ
られる授業展開になっていないことも考えら
れる。

取り組んではいるが、目
標値とのひらきが大きい
ので研究・研修の充実を
求める。

・今後も道徳の授業づくりの研修を行
い、発問の仕方や指導方法について指
導書にとらわれない指導法について学
習するようにする。また教材についても
生徒の身近な話題を取り上げたりしな
がら、道徳の授業を楽しい、面白いと思
える生徒を増やしたい。

徳

・暴力行為０

・不登校０を3年間継
続

・「自分には良いとこ
ろがある」否定群0%

・「道徳の勉強は好
き」否定群０%
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評価 評価

B B

B B

A A

B B

B B

A A

B B

B B

C C

Ａ：十分満足 Ｂ：おおむね満足

Ｃ：もう少し努力すべき Ｄ：大いに努力が必要

香南市立夜須中学校   2-2　　

・保幼小中連携の積極的な改善

・今年度は年４回、保幼小中合同研修会を
実施することできた。（年３回の合同職員会
と防災研修会１回）
・夜須校区で目指す子ども像の育成を意識
しながら各部会で話し合いをし、異校種で
の交流を見直し取組を行うことができた。

より充実した連携となるよ
うに取り組みに期待する。

・今後も効果的な交流になるように、検
証を行いながら目的を持った取組にな
るようにしていく。

改善策等
達成状況 考察

自己評価 学校関係者評価(Ｒ３)

一定の成果が見られる。
今後も工夫を期待する。

・体力テストの結果のうち、県の結果と
比べて著しく下回っている種目につい
ては、ウオーミングアップの中で強化し
ていくようにする。

・体育の授業以外にも、運動を意識的
にできる方策はないか。（何気なく運動
できる環境を整えるなど。）

・体の部分については、「健康」につい
て中心的に取組を行った。「体」につい
ても一緒に取り組むことが大切である。

・アンケートを取ったすべての生徒に否
定的な回答「体育の授業は楽しくない」
との回答はなっかた。今後も工夫を重
ねながらこの状態を持続していきたい。

・年間3回以上の防災訓練が定着
し、生徒は適切な避難行動ができ
ている

・2次避難を想定した引き渡し場所
を保護者と共有する

・保護者と生徒の間で休日や夜間
の避難後に合流する場所を決めて
いる

（　６０％～４０％　） （　４０％～　　　 ）

評価基準　 （　　　　 ～８０％　） （　８０％～６０％）

・安全かつ効果的に生徒が自分の
意志でタブレットを活用している

・授業の中においては、生徒はタブレットを
おおむね効果的に活用することができてい
る。しかし、休み時間や始業前、放課後など
の時間帯に生徒が自分の意志で、自由にタ
ブレットを活用できる状況にすることはでき
ていない。

日常化に向けて実践を期
待する。

・生徒が自由に保管庫からタブレットを
取り出し、利用できるようにすることが
必要である。それに伴い、タブレットの
使い方に関するルールの見直し、破
損・汚損時における責任の所在の確
認、周知が必要である。

・生活調査を継続的に実施し動向を見
とるとともに、朝食の大切さや体調との
関連性について啓発していく。また、欠
食生徒については固定化されている傾
向があるため、その家庭に向けて面談
等の機会を生かして働きかけていく。

取組の結果を評価でき
る。

・総合判定D
男子20%　女子25%

・体力テスト２回目を実施

・朝食摂取率、毎日食べている。
食べる日が多い85%

・10月に実施した「生活調査」により、朝食を
「毎日食べている、食べる日が多い」と回答
した生徒は83.6％である。食べている生徒
がほとんどであるが、一部の生徒について
は食べないことが習慣になっている生徒もい
て懸念される。

調査をきっかけとして、啓
発のための手立てを充実
させることを求める。

・一部職員については、45時間を超える月
もあるが、年間の平均値として超える状況
ではない。

・県指定事業「社会に開かれた生
徒指導実践研究事業」が効果的に
行われ教員の実践力と生徒の意
識改革が進む

・学級会の流れについては小学校に学びな
がら、小中統一できるようになってきた。
・学級会を実施するための準備の時間の確
保が課題（いつ、どのくらいの時間、全学年
統一）

2年目に向けて、研究の
成果を子どもたちの姿で
示せるように取組に期待
する。

・効果的に行われてきたというより、学
級会について生徒とともに教員が学び
ながらつくりあげた１年だった。
・２年目は、生徒主体で教員に広い視
野で見守れる状態にできるよう、事前
確認、事前準備を心がけていく。

・男女の体力面においては、結果として、男
子２１％、女子１６％となり、目標に近づいた
り、目標をおおきく超えたりと、良い結果が
出ている。

・体力テスト２回目は、高知県が調査をして
いる中学２年生のみを対象として行った。

・近年体力が低い傾向。とくに女子が運動し
ていない様子がある。

・避難場所への保・幼・小・中の合同避難訓
練が雨天のため実施できないこともあった
が、雨天を想定した避難訓練を検討するこ
とができた。

・PTA役員会で引き渡し訓練について協議
し、講師を招いての研修を予定している。

・保護者への引き渡しに向けて、実施できる
か、実現性を検討しているが、課題が多く
実施はできていない。
・引き渡しカードの確認ができた。小中は統
一

・避難訓練の工夫、発生時間の想定を通知
しない訓練が実施できた。（誰がどの立場に
なっても対応できるよう具体的な想定を設
定しない状況で実施して最善の対応がとれ
るか。）（職員会提案）

どこまでやってもA評価に
ならない項目かもしれな
いが、取り組みの充実を
期待する。

・保育・幼稚は高台に移転したため、今
までの形式では実施できない。今後は
小中合同避難訓練としての実施とな
る。

・３段階での避難場所の確認　２次的避
難の訓練を追加（野球場）まで歩くこと
も訓練の中に入れていく。遠足とのリン
クも考える。

・引き渡しが実施できるか。現実を考え
ると、中学生を引き渡す想定が必要か
検討する。

・模擬訓練のようなもので実施するか。
避難経路の変更が条件に入っているの
もよかった。

・体育の授業は楽しくない　男女5%
・項目「体育の授業は楽しくない」の結果
は、男女ともに「０％」であり、よい結果となっ
た。

・「ぐっすり眠ることができる」30%

・朝食摂取率、毎日
食べている。食べる
日が多い90%以上

・総合判定D　男子
10%以下　女子15%以
下

・体育の授業は楽しく
ない　男女０%

短期経営目標（評価項目）

・睡眠とメディアとの関連性が示唆さ
れ、メディア使用のルール作りの取組を
行うことと、また、日中の運動量との関
連性も考えられるため、体力向上の取
組も必要である。不安傾向の高い生徒
もいるため、心のケアも同時に行ってい
く。

学校で取り組めることは
少なく、学校評価の項目
には適していないと思わ
れる。

学校行事等によりシーズン的にいそが
しい時期があるが、複数協力体制で業
務を分担し、勤務時間を偏りを無くす。

評価できるが、個人差が
なくなるような取り組みも
必要ではある。

・10月に実施した「心の健康調査」におい
て、「ぐっすり眠ることができる」と回答した生
徒は、50％であった。６月の同調査では、
44.3％という結果であり、やや改善がみられ
るが、高い数値とはいえない。

・年間3回以上の防
災訓練が定着し、生
徒は適切な避難行動
ができている

・2次避難を想定した
引き渡し訓練ができ
ている

・保護者と生徒の間
で休日や夜間の避難
後に合流する場所を
決めている

・時間外が月45時間
を超えない

・県指定事業「社会
に開かれた生徒指導
実践研究事業」が効
果的に行われ教員の
実践力と生徒の意識
改革が進む

・保幼小中連携の効
果を実感できている

・安全かつ効果的に
生徒が自分の意志で
タブレットを活用して
いる

中期経営目標

横
　
断

体

・時間外が月45時間を超えない


